
●喜多方市 基礎情報

（令和７年７月１日時点）

総人口：約４万人 

世帯数：約1.6万人

親子関係形成支援事業の事例

●自由度が高く、他事業との連携を柔軟に行うことができる。

福島県 喜多方市

直営で親子関係形成支援事業を行うメリット

●支援者のモチベーション向上につながる。

●職員の主体性醸成が期待できる。

母子保健分野や他の家庭支援事業を活用して多角的な支援を提供

できる。

職員が直接講座を行うことで事業の効果を実感でき、モチベーションや

ワークエンゲージメントを高めることができる。

〇１クール６回の講座を直営で年間3クール実施

〇他市町村居住者の受け入れを行っている。

〇他自治体職員が実際の講座を見学し内容を

持ち帰ることで、近隣の自治体でも事業が始まっている。

●事業概要

●事業の効果

初回、育児困り感が溢れて強い不安を抱えていた保護者さんが回を重ねるごとに

笑顔が増え、グループの中で変化が見られた。

怒ってばかりだったがこどもとの関わり方を一から見直し、

双方に笑顔が増えた。こどもをほめることが普通の生活となり、

以前よりこどもが大好きで愛おしくなった。

こどもも自分自身も変わったことが実感できる。

利用者

実施する講座選びのポイント

●自治体目線で実施がしやすい講座を選ぶ。

 -実施の費用が高額でないか

 -初期研修等が少なくスムーズに始められるか

 -ライセンスの更新等のランニングコストはないか

●利用者が参加しやすい講座を選ぶ。

 -１クールの回数が多くないか

-理論先行の難解な講座でないか



当日質問への回答

Q１. 全６回の後にフォロー会などもしているのでしょうか？実施している内容など教えてください。

これまで受講された保護者を対象に、４～５カ月に１回のペースでフォローアップを行っております。

同窓会のような雰囲気のもとで、「最近の小さなよい変化」を共有し、それに対する肯定的注目のアクションプランを立てたり、意見交換をする場としています。

Q2. 直営で実施されているとのことですが，講師をされる職員は固定でしょうか？人事異動がある中でどのように行っているのでしょうか。

人事異動も想定し、こども家庭センターの全スタッフが講師をできるようにしています。人材育成の観点からも、「ポジティブ・アテンション⇒ほめる練習」を重ねるこ

とは職員間の関係性の向上にも寄与しますので普段の仕事にも有効に働くものです。事業を行う際は複数のスタッフが関わるようにし、サブファシリテーター等の運

営スタッフを経験する機会を多く設けることが有効です。

Q３. 参加者を募る際に、工夫されたことやうまくいったことがあれば教えてください。

市内保育施設・小学校・子育て支援施設・ホームページ等での周知のほか、圏域の全市町村や医療機関等に実施の都度ご案内しています。

他市町村で実施するものと日程をずらすことで、双方の事業に参加しやすい調整を工夫しています。
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